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病　院　理　念

愛し愛され信頼される病院

基本方針（行動指針）
１　すべての人の人格を尊重し、誠実に対応いたします。

２　わかりやすい言葉で説明いたします。

３　患者さまの訴えや要望に対し迅速に対応いたします。

４　安全・安心に基づく医療を提供いたします。

５　地域の医療機関・保健機関と緊密に連携いたします。

管理栄養士による 行っています

□血糖値が高め

□血圧が高め

□減量したい

□中性脂肪が高め

□コレステロールが高め

□貧血ぎみ □尿酸値が高め

□検診結果が悪かったなど

◆お一人様30～60分程度の個別相談です。

◆予約制となっております。

◆ご希望の方は先生またはスタッフまでお気軽に尋ねください。

（栄養相談を受けたことがある方もお食事で気になることがあれば何度でもお話をうかがいます。）

家族の食事が心配・・・

血糖や塩分も気になるけ

どどうすればいい？

なにか気になることはございませんか？

管理栄養士がお食事などのお悩みにお答えします。

体重を増やしたくない
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新しい医師のご紹介

　令和5年5月より勤務しております、百瀬文教と申します。
一般外科、救急を専門としておりますが、一般内科も含め他科の先生方と力を合わせ、

地域医療維持のお手伝いをさせていただきたいと思います。
　「この病院に行けば何とかしてくれる」と地域の方に頼っていただけるような医療を行い
たいと考えておりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

内科　百瀬　文教
ももせ ふみのり

医療安全推進室　黒田　諭
　医療安全の確保は、「愛し愛され信頼される病院」という当院の基本理念を実現するうえで必要不可欠

の前提条件です。しかし、医療の提供にはさまざまなリスクと表裏一体の関係にあり、「信頼される」医療

を安全に行うという目標を達成するうえで、職員の教育や研修はとても重要な要素となっています。

　私の従事する、医療安全推進室では年に 2 回以上の全職員を対象とした医療安全研修を行っています。

医療の現場では、薬剤の準備や検査の実施など、確認作業がとても重要になります。先日開催された全体

研修では、「効果的なダブルチェック」について研修を実施しました。ダブルチェックと言われると二人で確

認することを想像されると思いますが、単に二人でやれば良いというわけではなく、二重に確認をするこ

とが大切です。（一人で二回確認する方法もダブルチェックになります。二人で同時に読む⇆聞く・復唱す

る二人同時双方向型ダブルチェックが、エラー検出度が一番高いとされています。）また、ダブルチェック

をさらに効果的にする方法として、「指差し呼称を行いながら確認」を実施すると、リスクが 1/6 に減少す

ると言われています。

　研修を企画するにあたり、私自身、ダブルチェックと思って実施していたものが、実はシングルチェック

になってしまっていることを再認識することができました。一度学習をしても「一定期間が経てば人は忘れ

てしまう」という人間の特性を理解し、少しでも職員の心と記憶の中に残る研修を企画していきたいと考

えています。

　医療は日々進歩・高度化し、社会の価値観も多様化しています。「医療安全にゴールはないこと」を自覚し、

医療安全教育も医療や社会の状況に応じ変化・進化していくことが望まれます。安全で信頼される病院を

目指し、これからも医療安全教育の企画・実施を頑張っていきます。　

感染対策室　飯干　雅稔
　新型コロナウイルス感染症が感染症法上 5 類に移行して数カ月が経過しました。国内での感染例が確認
されてから 3 年以上が経過しても、特効薬は開発できておらず、季節問わず感染拡大する厄介なウイルス
として流行を繰り返しています。最近ではインフルエンザも夏にも流行する傾向があり、この記事を作成
している 2023 年 9 月にも、近隣の小中学校では夏休みが終わってすぐに新型コロナやインフルエンザで
学級閉鎖がされており、この流れも毎年繰り返されるのではないかと不安を感じてしまいます。
　新型コロナウイルス感染症が流行して、「新しい生活様式」として、3密対策、手指消毒、換気、マスク着用、
オンライン利用の促進などが推進されてきました。新型コロナもインフルエンザも年中流行する状態とな
るのであれば、「新しい生活様式」を継続していくしかないかもしれません。

　ご来院の際には感染対策へのご理解、ご協力をお願いいたします。
＜マスクの着用に関して＞
　病院のなかには抵抗力の弱い方が多く、感染症で体調不良となっている方もおられます。 感染させない、
感染しないために、院内ではマスク着用にご協力ください。なお、感染予防のためには不織布マスクが効
果的と言われておりますので、お持ちの方は不織布マスクの着用をお願いいたします。
＜面会制限に関して＞
　新型コロナ、インフルエンザが流行している期間、当院では面会制限
を実施いたします。体調不良の方のご面会は避けていただき、無症状で
も感染されている方はいらっしゃいますので、人数制限、時間制限のルー
ルにご協力ください。
　＜換気に関して＞
　基本的に医療機関の中は 24 時間換気システムになっており、空気は常
に入れ替わっていますが、空気の流れの悪い空間では窓を開ける、扇風
機を使用するなどして空気の入れ替えを行っています。
＜手指消毒に関して＞
　正面玄関や病室前には手指消毒剤を設置しております。ご来院の際に
手指消毒にご協力ください。

医療安全教育の企画・実施

■出身大学：川崎医科大学（昭和63年卒）　■資格：救急専門医・外科専門医・消化器外科認定医・乳腺認定
医・上部消化管内視鏡スクリーニング認定医・認定産業医　■診療内容／専門分野：外科・内科・救急

ご来院の際の、感染対策にご協力お願いします

https://www.mhlw.go.jp/content/001093687.pdf 「病院安全教育」日総研出版　渡邉幸子先生講演資料を一部改変
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